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光
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六
人
部

昭

典

高
村
光
太
郎

〈
一
八
入
三
ー

}
九
五
六
)

は

}
九

}
五

(大
正
四
)
年
七
月

に

『印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』

(図

ユ
)
を
刊
行

し
た
。

こ
の
著
作

は

日
本
入

に
よ
る
最
初

の
本
格
的
な
印
象
主
義
論

だ

っ

た
と

い
っ
て
よ

い
。
高
村
は
日
本

の
近
代
芸
術

に
重
要
な
足
跡
を
残
し
た
人
物
だ
が
、
そ
の
広
範
な
活

動
は
次

の
四

つ
に
大
別
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
第

～
は
詩
集

『
道
程
』

に
代
表
さ
れ
る
詩
人
と
し
て

の
活
動
、

第

二
は
彫
刻
を
中
心
と
し
た
美
術
制
作
、
第
三

は
右

の
著
書

を
含

む
芸
術

に
関
わ

る
言
説
、
第

四

は

『
ロ
ダ

ン
の
言
葉
』
な
ど
の
翻
訳

で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
高
村

の
活
動

が
活
発
に
な
る

の
は
足

か
け
四

年

に
及
ぶ
留
学
か
ら
帰
国
し

て
間
も
な

い
時
期

だ

っ
た
。
彼
は

一
九
〇
六

(明
治
三
十
九
)
年

二
月

に

渡
米
、

ニ
ュ
ー

ヨ
ー
ク
で
学
ん
だ
後
、
翌
年

五
月

に
イ
ギ
リ

ス
に
渡
り
、

}
九
〇
八
年
六
月
か
ら

は
パ

リ

に
滞

在
、

一
九
〇

九
年

六
月

に
帰

国

し

て

い

る
。
高

村

は
帰
国

後

す

ぐ

に
、
翻

訳

「
国
国
Z
口
H

]≦
〉
日
H
ω
ω
国
の
書
論
」

(
一
九
〇

八
年

に
発
表

さ
れ

た

マ
テ

ィ

ス
の

「
画

家

の
ノ
ー
ト
」
)
を

『
ス

バ

ル
』
九

・
十
月
号

に
連
載
、
翌
年

の
四
月

に
は
芸
術
論

「
緑
色

の
太
陽
」
を
同
じ

『
ス
バ
ル
』

に
発
表

す

る
。
美
術
制
作

に
つ
い
て
は
、

一
九

一
二

(明
治
四
十
五
/
大
正

]
)
年
に
岸

田
劉
生
ら

と
フ

ユ
ウ

ザ

ン
会

く当
初

は

「
ヒ

ユ
ウ
ザ

ン
会
」
)
を
結
成
、
同
年

の
第

一
回
展
に
自
画
像

(油
彩
画
)
、
翌
年

に

高
村
光
太
郎

『印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

一
考
察
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高
村
光
太
郎

『印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

一
考
察

は
彫
刻

《
男

の
首

》
を
出
品
し
て

い
る
。
さ
ら
に
単
行
本
と
し

て
上
梓
さ
れ
た
も

の
を
追
う

と
、

一
九

一
四

(大

正
三
)
年

に
最
初

の
詩
集

『道
程
』

(仔
情
詩
社

自
費
出
版
)
、

一
九

一
五
年
に

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』

(
天
弦
堂

「
近
代
思
潮
叢
書
」
第
五
編
)
、

一
九

一
六
年
に
訳
編

『
ロ
ダ

ン
の
言
葉
』

(阿
蘭
陀
書
房
)

　ユ

レ

と
、
高
村

の
活
動

の
各
分
野
を
代
表
す

る
著
書

が
あ

い
つ
で
発
表
さ
れ
て

い
る

の
で
あ

る
。
本
稿

で
は
、

『印
象
・王
義

の
思
想

と
藝
術
』
を
軸

に
彼

の
思
想

の

一
面

を
考
察
し
た

い
と
思
う
。

一
、

『印
象

主
義

の
思

想

と
藝

術
』

の
概
要

『
印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』
は
九
章

か
ら
な
り
、
序

に
続
く
第

一
章

で
印
象
派

の
名
前

の
由
来
や
十
九
世
紀
フ
ラ

ン
ス
絵
画

に
お
け

る
位
置
、
印
象
、王
義
絵
画

の
特
質
を
述

べ
た
後
、

マ
ネ
、

モ
ネ

(他

に
新

印
象
主
義

に
つ
い
て
記
す
)
、

シ

ス
レ
ー
、

ピ
サ

ロ
、

ル
ノ
ワ
ー

ル
、
ド
ガ

(他

に
ト

ゥ
ー

ル
ー
ズ

四
ロ
ー
ト

レ
ッ

ク
ら
に

つ
い
て
記

す
)
、

セ
ザ

ン
ヌ

(他
に

フ
ァ
ン

・
ゴ

ッ
ホ
と
ゴ
ー

ガ

ン
に

つ
い
て
の
短

い
記
述
)

の
七
人

の
画
家

に
各

々

一
章
ず

つ
を
当

て
、
第
九
章
を
短

い

附

言
と
し
て
い
る
。

こ
の
論
述
部
分
が
全
体

で
二
四
八
頁
、

こ
の
他

に

一
入
頁

の
年
譜

が
付
く
。
掲
載
さ
れ
た
作
品

(図
版
)

は
、

口
絵

に
モ
ネ

の

《
印
象
、

日
の

出
》
、
他
に

マ
ネ
、

ル
ノ
ワ
ー

ル
、
ド
ガ
、

フ
ァ
ン

・
ゴ

ッ
ホ
の
作

品
が
各

一
点
、

セ
ザ

ン
ヌ
が
二
点

で
あ

る
。
高
村

は
序

に

「
事
實

の
記
録
的
資
料

は

一
番
信
用

の
置
け
る
テ
オ
ド
ー

ル

゜
デ

ユ
レ
氏

の
に
重

に
接

つ
(2
)
た
」

と
記

し
て
お
り
・

こ
の
よ
う

な
全

体

の
構
成

は
、
デ

ュ
レ
の

『
印
象

派

の
画
家

た
ち
』

(
一
九
〇
八
年
)

を
参
考
に
し

た
と
思
わ
れ
る

(た
だ
し
、
デ

ュ
レ
の
著
書

に
は
な

い
ド
ガ

の
章

が
加
わ
る
な

ど
の
違

い
が
見
ら
れ
る
)
。

第

一
章
を
検
討

し
よ
う
。
高
村
は
冒
頭
、
印
象
派
と
そ
れ

に
関
連
す
る
名
称

に

つ
い
て
次

の
よ
う

に
記
す
。

印
象
主
義

、
或

は
印
象
派
と

い
ふ
の
は
唯
の
符
牒
で
あ

る
。
即
ち
、
十
九
世
紀
後
半

に
起
て

フ
ラ

ン
ス
給
書
界

の
新
機
運
を
作
り
出
し
た
数
名

の
書
家
、

マ

ネ
、

モ
ネ
、

ル
ノ
ワ
ー

ル
、
ド
ガ
、

ピ
サ

ロ
、
及
び
セ
ザ

ン
ヌ
等

の

一
團
と
其

の
追
随
者
と
に
與

へ
ら
れ
た
名
構
に
過
ぎ
な

い
。
此
等

の
印
象

派
の
書
家

か
ら

ネ
オ

ヘ
ア
ム
プ

レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ス
ム

別
れ
て
、
極
端

に
科
学

を
追

つ
て
行

つ
た
シ

ユ
ー
ラ
、
シ

ニ
ヤ
ツ
ク
、
ク

ロ
ス
等

の
徒

に
は

「
新

印

象

派
」

の
名
稻

が
與

へ
ち

れ
、
又
別

に
、
印
象
派

ポ
ス
ト

か
ら
離
れ
て
各

自

の
道
を
追

つ
て
行

つ
た
ゴ

ツ
ホ
、
ゴ
ー
ガ

ン
の
や
う
な
書
家
を
ば
何

と
よ
ん
で
い
い
か
解
ら
な

い
の
で
類
別
好

き
な
批
評
家

は
此
を

「
後
期

ア晦

レ
射
.
濾
ゆ

と
名

づ
け

た
の
で
あ

る
。

セ
ザ

ン
ヌ
を
ば
後
期
印
象
派

の
中

に
入
れ
る
人
も
あ
る
し
、
入
れ
な

い
人
も
あ

る
。
後
期
印
象

派
に
封
し

て

マ
ネ
等

(2)



プ
ル
ミ
エ
ー
ル
、
ア
ム
プ

レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ス
ム

(
3
)

の
を

「
前

期

印

象

派
」
と
呼

ぶ
も

の
も
あ

る
。

ポ

ス
ト

ア
ム
プ

レ
ツ
シ
ヨ
ニ
ス
ム

高
村

は

こ
こ
で

「
後
期

印

象

派
」

と

い
う

語
を

用

い
て

い
る
。

ル
ビ
と
し

て
付
け
ら
れ

た

「
ポ

ス
ト

ア
ム
プ

レ
ツ
シ
ヨ

ニ
ス
ム
」

の
原

語

は
、
仏
語

の

「O
O
磐
山
ヨ
嘆
①
ω
ω
δ
コ
巳
ω
日
O
」
も
し
く
は
英
語

の

「
勺
O
ω
↑
Hヨ
寓
①
ωω
団○
巳
ωヨ
」

で
あ
り

(
ル
ビ
の
表
記

に
し
た

が
え
ば
前
者
)
、
正
し
く

は

「印
象
主
義
以
後
」

の

意
味
で
あ

る
こ
と
は
明
ら
か
だ
ろ
う
。
し
た
が

っ
て
、
「
後
期
印
象
派
」

の
語
は
誤
訳
あ

る

い
は
造

語
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
だ
が
、
今

日
、

ル
ビ
や
原
語

を
付
さ
ず

に
広
く
使
用
さ
れ
て

い
る
。
「
勺
O
ω
け-
Hヨ
O
お
ωω
δ
巳
ω
ヨ
」

や

「
℃
O
曾
山
日
b
話
ωω
凶O
巳
ω富
」

の
語

が
初

め
て
使

わ
れ
た

の
は
、

一
九

一
〇

年
十

一
月

か
ら

翌
年

一
月

に
か
け
て

ロ
ン
ド

ン

(グ

ラ
フ
ト

ン
画
廊
)
で
開
催

さ
れ
た
展
覧
会

「
ζ
雪
簿

餌
口
α
勺
o
磐
山
日
O
器
ω
ω
団o
巳
ω虜

(
マ
ネ
と
印
象
派
以
後
)
」

に
遡
る
。

ロ
ジ

ャ
ー

・
フ
ラ
イ
が
企
画
し
た
こ
の
展
覧
会
は
、

二
〇

世
紀
初
頭

の

マ
テ
ィ
ス
ら

の
絵
画
を
十
九
世
紀
後
半

の
美
術
と
関
連
づ
け
よ
う

と
し
た
も

の
だ

っ
た
。

フ
ラ
イ

は

一
八
八
〇
年
代
中
頃
以
降

の
美
術

の
展
開
、
す

な
わ
ち

セ
ザ

ン
ヌ
や
ゴ
ー

ガ

ン
ら

の
絵
画

に
印
象
・王
義

を
乗
り
越
え

る
動
き
を
認
め
、
「
勺
o
曾
山
ヨ
胃
①
ωω
団○
亭

聾

ω
」

の
語
を

用
い
た

の
で
あ

る
。
彼

の
こ
の
よ
う
な
視
点
と

「
勺
o
ω
け山
ヨ
只
①
ω
ω
凶o
巳
。・
冨
」

の
語

は
、
そ

の
後

の
近
代
絵
画
史
観

の
形
成

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

こ
の
展
覧
会

は
、
日
本

に
お

い
て
も
、

一
九

一
二

(明
治
四
十
五
)
年

一
月

の

『
白
樺
』

に
掲
載
さ
れ
た
柳
宗
悦

の

「
革
命

の
画
家
」

で
い
ち
早
く
紹
介
さ
れ
、
柳

は
そ

こ
で

「
後
印
象
派
」
と

い
う

訳
語
を
当

て
て

い
る
。

と
こ
ろ

が
、

翌

一
九

=
二

(大
正
二
)
年
に
創
刊
さ
れ
た
美
術
雑
誌

『
現
代

の
洋
画
』
入
月
号
で
は
、
木

村
荘
八

の
訳
に
よ

っ
て

ハ
イ
ド

ン
の
§

鳴
国

⇔
7
§

鳶
鴇
皆
ミ
。゚冴

(H
㊤
一
一
)
が

「
後
期
印
象
派
論
」

の
表
題

の
も
と
に
掲
載
さ
れ
る

(
こ
の
八
月
号

に
は
、
高
村
も

マ
テ
ィ

ス
の
画
論
と

マ
イ
ヤ
ー

・
グ

レ
ー

フ

ェ
の
ゴ
ー
ガ

ン
論

の
訳
を
再
掲
載
)
。

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』
が
刊
行
さ
れ
る
の
は
そ

の
二
年
後

で
あ
り
、

こ
う

し
た
経
緯

の
中

で
、
「
後
期
印
象
派
」
と

い
う
語
が
し
だ

い
に
定
着

し
始
め
た

の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら

に
高
村

は
右

に
引
用
し
た
箇
所

で
、
「
マ
ネ
等
」

(文
脈

に
よ
れ
ば

モ
ネ
な

ど
を
含
む
)
を

「
藤

、エ
鰍
艦
ア購

.鍵

.
濾
ど

呼

ぶ
も

の
も
あ

る
」

と
記
し

て
い
る

が
、
こ
れ
は

「
後
期
印
象

派
」
と

い
う

日
本
語

に
対
応

し
た
も

(4
)

の
だ

っ
た
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

高
村

は
続

い
て
、
印
象
派
を
十
九
世
紀

フ
ラ

ン
ス
絵
画

の
展
開

の
中

に
位
置
づ
け
よ
う
と
す

る
が
、
彼

の
記
述
に
は
発
展
史
的
な
見
方
が
認
め
ら

れ
る
。

こ
の
よ

う
な
観
点

は
、
彼

が
参
照
し
た
デ

ュ
レ
の
著
作
も
に
窺
わ
れ
、

「
勺
o
ω↑
Hヨ
只
①
ω
ω
団o
巳
・゚尻
」

の
語
を
最
初

に
用

い
た

フ
ラ
イ

の
見
解

に
お

い
て
顕
著

に
な
る
も

の
で

あ

る

(
フ
ラ
イ

の
名
前

は
高
村

の
著
書

に
挙
げ
ら
れ
て

い
な

い
が
、
彼
が

『
白
樺
』

の
同
人
た
ち
と
親
し
か

っ
た
こ
と
や

『現
代

の
洋
画
』
八
月
号

へ
の
参
加
を
考

え
る
と
、
当
然
、

フ
ラ
イ

の
考
え
や
そ
れ
に
基
づ
く
先

の

ハ
イ
ド

ン
の
著
作
を
知

っ
て

い
た
だ
ろ
う
)
。
さ
ら
に

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
高
村

の
著

書

に
名
前

が
挙

高
村
光
太
郎

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

】
考
察

(3)



高
村
光
太
郎

『印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

一
考
察

鑑

璽
、

黙
噸

沸

図2木 村荘八 『近世 美術 』(落 陽堂)

1915(大正4>年 扉頁のマイヤー・グレーフェの写真

第

一
章

の
記
述

に

つ
い
て
は
、
右

に
名
前
を
挙
げ
た
批
評
家
た
ち

の
文
章
よ
り
も
、

見
逃
せ
な

い
。

一
入
八
六
年

に
刊
行
さ
れ
た
ゾ
ラ
の
こ
の
小
説

は
彼

が
親
し
く
接
し
た
印
象
主
義
運
動
を
軸
に
展
開
し
、

て

い
る
も

の
の
、
主
人
公
た
ち
が
先
輩

画
家
た
ち
の
話
を
す
る
と
き
は
実
名

が
登
場
す

る
。

引
用
さ
れ
て
い
る
。
「
だ
が
俺
は
か
う
思

ふ
よ
。
ド
ラ
ク

ロ
ワ
の

ロ
マ
ン
チ

ツ
ク
な
大

き
な
壁
垂

は
破
れ

て
、

は
と
う

に
閉
め
切

つ
た
空
気
を
く
さ
ら
か
し
て
、
太
陽

の
這
入
ら
な

い
垂
室

に
は
徽
が
生
え
た
。

(
5
)

 る
く
て
若

々
し

い
書

が
。
本
當

の
光
線

の
中
に
動

い
て
い
る
萬
物

が
」
。

の

一
部
を

『制
作
』

と

い
う

邦
題

の
も
と
に
掲
載
し
て
い
た

(全
部
を
訳
し
終
え
て

い
た
よ
う

だ
が
、

れ
た
の
に
と
ど
ま

る
)
。
高
村

は
小
説
に
述

べ
ら
れ
た
ゾ
ラ

の
見
解

が
、

意
義
を

こ
う
記
し

て

い
る
。

「
私
が
後

に
追

々
に
畿
表
し
よ
う
と
す
る
印
象
派
書
家
連

の
研
究
上
、

げ
ら
れ

て

い
る

マ
イ

ヤ
ー

n
グ

レ
ー

フ

ェ

(「
マ
イ

エ
ル

グ

レ
ツ
フ

エ
」

と
記
す
)

の
著

書
、
『
近
代
美
術
発
展
史
』

(
一
九
〇
四
年
に
ド
イ

ツ
で
刊
行
、

一
九
〇
八
年

に
英
訳
書
が
出

版
)
が
想
起

さ
れ
る
。
と

い
う

の
も
、
『
印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』
が
上
梓

さ
れ
た
の
と

同
じ

]
九

一
五

(大
正
四
)
年
七
月
、
高
村

の
友
人

で
あ

る
木
村

荘
八

が

『
近
世
美
術
』
を

刊
行
し

て
い
る

の
だ
が

(
こ
の
書

は
、
木
村

が
序

に
記
し

て
い
る
よ
う

に
、

い
わ
ゆ
る

「
後

期
印
象
派
」
に
関
す

る
訳
文
と
彼
自
身

の
文
章

を
ま
と
め
た
も

の
)
、
扉

に

マ
イ

ヤ
ー

H
グ

レ
ー

フ

ェ
の
写
真

が
掲
げ
ら
れ

(図
2
)
、
影
響

の
大
き
さ
が
推

測
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。

一
九

一
三

(大

正
二
)
年

に
フ

ユ
ウ
ザ

ン
会

が
分
裂
し

た
お
り
に
高
村
は
木
村
ら
と
生
活
社

を
結
成
、
ま
た
同
年

の

『
現
代
の
洋
画
』
八
月
号

に
と
も
に
参
画
し

て
い
る
の
で
、
両
者

の

関
係
は
か
な
り
密
接
だ

っ
た
。
高
村
も

マ
イ
ヤ
ー

"
グ

レ
ー

フ

ェ
か
ら
示
唆
を
得
て

い
た
と

思
わ
れ
る
。

ゾ

ラ

の
小

説

『
作
品
』

(卜
、§

ミ
蕊
)
か
ら
多

く
が
引
用
さ
れ
て

い
る
点
も

印
象

派
の
画
家
た
ち
の
名
前

は
変
え
ら
れ

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝

術
』

に
は
、
た
と
え
ば
次

の
よ
う
な
箇
所

が

わ

ひ

つ
く
り
返

る
し
、

そ
れ
か
ら
ク
ー

ル
ベ

の
黒

い
書

だ
か
ら
ね
、
恐
ら
く
太
陽
が

い
る
ん
だ
。
外
気
が

い
る
ん
だ
、
明

高
村

は

一
九

一
〇

(
明
治
四
十
三
)
年
、
『
ス
バ
ル
』
二

二
二
・
入
月
号
に
こ
の
小
説

の
訳

全
体

の
二
割
ほ
ど
に
相
当
す

る
初

め
の
部
分

だ
け
が
掲
載
さ

印
象
主
義

を
論
じ

る
の
に
有

効
だ
と
考
え

た
の
だ
ろ
う

。
実
際
、
高
村

は
訳
を
掲
載
す

る

其

の
當
時

の
消
息

を
詳
細

に
描
出

し
て

い
る
此

の
作
を
、
事
實

(4)



(6

)

の
傍
証

の
為
め
、
順
序
と
し
て
課
し

て
置
き

た
か

つ
た
か
ら

で
あ
る
L
。

と

こ
ろ
で
、
高
村

は
ゾ

ラ
の
小
説

の
邦

題
を

『制
作
』
と
し
た

(現
在
ま

で
、
ほ
ぼ
こ
の

題
が
踏
襲
さ
れ
る
)
。
高
村

が
原
題
に
忠
実
な

『
作
品
』

で
は
な
く

『
制
作
』

と
意
訳
し

た
の
は
、

こ
の
小
説

に
描

か
れ
た
、
主
人
公

の
創
作

を
め
ぐ
る
葛
藤
と
苦

　
　
　

悩

に
土
ハ感
し
た
か
ら
に
違

い
な

い
。
そ

こ
に
は
、
自
ら
も
制
作
者

で
あ

っ
た
高
村
ゆ
え

の
選
択
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。

高
村

は
印
象
・王
義
絵
画

の
特
質

と
し
て
、

い
わ
ゆ
る
色
調
分
割
と
筆
触

の
二
点
を
論
じ
て

い
る
。
彼
は
ま
ず
前
者

に

つ
い
て
、

そ
れ

が
戸
外
制
作

に
基
づ

い
て
生

み
出
さ
れ
た
こ
と
を
述

べ
た
後
、
当
時

の
科
学
理
論
と

の
関
連

に
言
及
す
る
。
た
だ
し
、
科
学
理
論

と
の
関
連
を
重
視
す
る

ム
ー
テ

ル
ら

の
見
解
に

つ
い
て
は
厳
し

く
批
判
し

て
い
る
。
「
モ
ネ
等

の
色
調
嘔
分
は
全
く
藝
術
的
手
法

の
問
題
で
あ

つ
た
。
彼
等
は
自
然
に
見

る
通
り
な
光
輝
を
得
よ
う

と
し

て
、

つ
ひ
に
書
面

に
或
る

魔
術
を
行

ふ
事

に
な

つ
た
。
即
ち
軍
色

(維
具
を
混

ぜ
合

せ
な

い
意
味
)
を

い
ろ

い
ろ
に
置
き
並

べ
て
、
其

の
相
互
關
係
に
よ

つ
て
或
る
眩
惑

の
感
を
惹
き
起

こ
さ

せ
る
事

に
氣
が

つ
い
た
。
軍
色
を
置
き
並

べ
る
と

い
ふ
事
か
ら
、
其

の
色
と
色
と

の
關
係
を
覗
的
経
験
に
よ

つ
て
漸

々
に
了
解

し
て
來
た
。
此

の
關
係
を
了
解
し
た

　
　
　

の
は

ム
ー
テ

ル
の
言

ふ
様

な
科
學
的
研
究

の
結
果

で
は
な

い
。
又
此
所

に
進
ん
だ
動
機
も
感
動

の
無

い
分
析
的
観
察

に
あ

つ
た

の
で
は
無

い
」
。
高
村

は

ヨ
ー

ロ
ッ

パ
で
発
表
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
印
象
主
義
論
を
参
照
し
た
も

の
の
、

こ
の
点
に

つ
い
て
は
自
ら

の
判
断
を
明
瞭
に
下
し

て
い
る
と

い
え
る
だ
ろ
う
。
高
村
は
続

い
て
、

イ

ン
パ

ス
ト

印
象

派
の
画
家

た
ち
は

「色
彩
匠
分
と
同
時

に
絶
具

の

『盛
上
げ
』
を
平
氣

で
や

つ
た
」

と
記
し
、
筆
触

の
問
題
を
取
り
上
げ

て
次

の
よ
う

に
指
摘
す
る
。

ツ

　
シ

ユ

筆
鰯
は
彼
等

の
間

で
重
大
な
問
題
と
な

つ
た
。
筆
鯛

は
二
重

の
役
目
を
果

た
し
た
。
物
質

の
描
窺

に
役
立

つ
事
は
意
識
的

の
方
面
で
、
例

へ
ば
晴
れ
渡

つ
た
天

空

と
、
漣

の
立

つ
た
水
面
と

の
描
爲

の
筆
鰯

が
違
わ
ね
ば
ら
な
な

い
様
な
事

で
あ
る
が
、
其

の
無
意
識
的

の
方
面
は
、
作
家

の
心
理
的
及
び
生
理
的
状
態
が
お

ス
チ
　
ル

の
つ
か
ら
筋
肉
精
神

の
傳
達

に
よ

つ
て
筆
鰯

に
現
は
れ
る
事

で
あ

る
、
此
は
極
め
て
微
妙
な
働
き
を
有

つ
て
ゐ
て
、
大
き

い
意
味
で
は
各
作
家

の
形
律
を
定

め
、

　　
　

狭

い
意
味
で
は
作
家

の
・王
観
的
を
直
接
的
に
示
現
す

る
。

筆
触

の
問
題
は
、
今
日

の
研
究

に
お

い
て
も
印
象
・王
義
絵
画

の
特
質
と
し
て
必
ず
言
及
さ
れ
る
が
、

そ
の
意
義

に

つ
い
て
は
、
色
調
分
割
が
も

た
ら
し
た
色
彩

の

変
革

ほ
ど
に
は
重
視
さ
れ
て
こ
な
か

っ
た
。

一
方
、
高
村

の
文
章

は
筆
触

の
意
義
を
的
確

に
言

い
当
て
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
点
は
次
に
述

べ
る
高
村

の
セ

ザ

ン
ヌ
解
釈
と
も
関
わ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
、
高
村

の
こ
う

し
た
見
解

の
背
後

に
、
先

に
触
れ
た
ゾ
ラ

の
小
説

の
邦

題
の
場
合
と
同
じ
よ
う

に
、

制
作
者

(高
村

は
彫
刻

と
と
も
に
油
彩
画
制
作

に
も
積
極
的

に
取
り
組
む
)

と
し
て

の
眼
差
し
が
窺
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。

(5)
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高
村
光
太
郎

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す

る

一
考
察

二
、

モ
ネ

と

セ
ザ

ン
ヌ

に
対
す

る
解

釈

　
い
　

高
村

は
第

一
章

で
、
「
印
象
派

の
起
伏

に
最
も
深

い
意
味

が
あ

り
、
且

つ
生
命
を
感

ぜ
し
め
る

の
は

マ
ネ
か
ら

セ
ザ

ン
ヌ
に
至
る

一
線

で
あ

る
」
と
述

べ
て

い
る
。

高
村
が

『印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』

に
お

い
て
、
誰
よ
り
も
高
く
評
価
し
た
の
は
セ
ザ

ン
ヌ
だ

っ
た
。

画
家
を
個
別
に
扱

っ
た
第
二
章
以
降

の
中

で
も
、

セ
ザ

ン

ヌ
を
論
じ
た
第
八
章
は
三
五
頁

に
及

ぶ
。
高
村

は
八
章

の
冒
頭

で
、
「
印
象
派

の
運
動
は
、

セ
ザ

ン
ヌ

へ
來

て
初
め

て
大
き
な
意
味

が
出
る
。

セ
ザ

ン
ヌ

へ
來

て
、

　
け
　

常

に
印
象

派
垂
家

の
意
識

の
内

に
隠
れ

て
ゐ
て
遂

に
出

て
來
な

か

つ
た
地
中

の
流
れ
が
日
の
光
を
見

る
」
と
も
記

し
て
い
る
。
高
村

は
セ
ザ

ン
ヌ
を
印
象
派
に
含

め
、

彼

の
絵
画
に
こ
そ
、
印
象
主
義

の
も

っ
と
も
重
要
な
意
義

が
実
現
さ
れ
て

い
る
と
考
え

た
の
で
あ
る
。
高
村

の
こ
の
よ
う
な

セ
ザ

ン
ヌ
解
釈
は
、
モ
ネ

に
対
す

る
彼

の
評
価
と
対
を
な
す
よ
う

だ
。
高
村

は
モ
ネ

の
章
を

「
モ
ネ
を
語
る
事

は
技
巧
を
語
る
事

で
あ

る
」
と
始

め
、

こ
う

述

べ
て

い
る
。

彼
は
全
く
眼

の
書
家
で
あ
る
。
感
覧

の
書
家

で
あ
る
。

そ
し

て
自
然

の

「
現
象
」

に
傾
倒
し

て
、
其
外
何
も
思
わ
な
か

つ
た
書
家

で
あ
る
。
思
索

の
無

い
彼

の

ω

書

に
精
神
的
潜
力
の
無

い
の
は
怪
し
む
に
足
ら

ぬ
。

彼
は
十
九
世
紀
末

に
於
け
る
人
間

の

一
度

は
き

つ
と
行
く
可
き
庭
を
代
表
し
て
行

つ
た
人
間

で
あ
る
。
彼

ー

は
時
代

の
進
化
動
力
に
そ
そ

の
か
さ
れ
た
時
代

の
子

で
あ

る
。
自
然

は
彼
を
見
て
彼
を
安
撫
し

て
ゐ
る
だ
ろ
う
。
彼

は
人
類

の
爲
め
に
或
る
経
験
を
教

へ
た
。

　ヨ

彼
は
そ
れ
だ
け
で
よ

い
!

高
村

が

「
緑
色

の
太
陽
」
を
発
表
し
た

一
九

一
〇

(明
治
四
十
三
)
年

は
雑
誌

『白
樺
』
が
創
刊

さ
れ
た
年

で
も
あ

っ
た
。

『印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』
刊
行

の

一
九

一
五

(大
正
四
)
年

に
至
る
時
期
に
は
、
印
象
派
を
含

む

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
芸
術

と
思
潮
が
次

々
に
紹
介

さ
れ

て
い
た
。
同
時

に
、
先

に
触
れ
た
発
展
史
的
な

近
代
美

術
史
観
や
そ
れ
と
不
可
分
な
前
衛
主
義
も
輸
入
さ
れ
た
の
だ

っ
た
。
そ
れ
ら

の
論
調
で
は
、
印
象

派
に
は
自
然
主
義

の
限
界

が
あ
り
、
印
象
派
以
後

の
画
家

た
ち

に

よ

っ
て
乗

り
越

え
ら

れ

た

と
考

え

ら

れ

た

(「
℃
o
ω
ヱ

ヨ
只

Φ
ωω
δ
塁

房

＼
勺
○
ω
ヱ

ヨ
只

Φ
ω
ω
団8

凶ω
ヨ

」

と

い
う

用

語

が
端

的

に
そ

れ
を

示

し

て

い
る
)
。

そ

し

て
モ
ネ
は
、
そ

の
印
象
派
を
代
表
す

る
画
家

と
し

て
軽
視
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
当
時

の
日
本

の
言
説
を
担

っ
た
人
々
は

こ
う
し
た
近
代
美
術
史
観
を
踏
襲
し
、

た

と
え
ば

『
白
樺
』

で
も

モ
ネ

へ
の
言
及
は
少
な
く
、
作
品

(図
版
)
は

一
度
も
掲
載
さ
れ
な
か

っ
た
。
彼
ら
は
印
象
派
以
後

の
画
家

た
ち
、
す
な
わ
ち

セ
ザ

ン
ヌ
、

ゴ
ー
ガ

ン
、

フ
ァ
ン

・
ゴ

ッ
ホ

(
い
わ
ゆ
る

「
後
期
印
象

派
」

の
画
家
)

の
絵
画

に
人
格
や
思
想
を
見

い
だ
し
、
賞
賛
し
た
の
で
あ

る
。
高
村
は

『
白
樺
』
の
同
人



と
親
し

か

っ
た
が
、
「
思
索

の
無

い
彼

の
書

に
精
神
的
潜
力

の
無

い
の
は
怪
し
む
に
足
ら

ぬ
」
と
記

す
高
村

の
モ
ネ

観
は
、
基
本
的

に
彼
ら
と
共
通
す

る
も

の
だ

っ

た

い
え

る

(高
村

は
セ
ザ

ン
ヌ
を
印
象
派
に
含

め
て
い
る
が
、

モ
ネ

と
セ
ザ

ン
ヌ
に
対
す
る
評
価

に

つ
い
て
は
多

く
を
共
有
し

て
い
た
だ
ろ
う
)
。

高
村

は
モ
ネ
を

「全
く
眼

の
叢
家
」
と
断
じ

た
が
、

一
方
、

セ
ザ

ン
ヌ
の
絵

に

「彼

の
偉
大
な
心

と
肉
禮
と
を

ぶ
ち
ま
け
た
全
人
格

の
力
」
を
見

い
だ
し
、
次

の

よ
う

に
述

べ
る
。

ア

ム

パ

テ

藝

術
は
様
式

で
な

い
。
又
手
法

で
も
な

い
。
此
等
か
ら
凡

て
自
由

で
あ
る
。
筆
鰯

の
並
列
も
、
色
調

の
区
分
も
、
盛
上
げ
も
、
明
調
も
、
暗
調
も
、
皆
其
を
左

右
す

る
魂

の
生
命

に
よ

つ
て
死
活
が
き
ま

る
の
だ
。
此
を

シ
ス
レ
ー
が
持

て
ば
死
に
、

ゴ
ツ
ホ
が
持

て
ば
生
き
る
。
此
を

マ
ネ
が
持
て
ば
淺
く
、

セ
ザ

ン
ヌ
が

持

て
ば
深

い
。
様
式
手
法
を
肯
定
否
定

の
如
何

に
拘
ら
ず
必
然

の
理
法
無
し
に
氣

に
か
け

る
の
は
囚
わ
れ
た
心

で
あ
る
。
か
か
る
心
は
小
さ

い
。
そ
し
て
個
人

(
13
)

に
生
命
が
あ
れ
ば
其

に
き

つ
と

ユ
ニ
ツ
ク
な
様
式
手
法

が
涌
き
出
す
わ
け

だ
。

フ
ラ
イ
ハ
イ
ト

高
村
は

「
緑
色

の
太
陽
」
で
、
「
僕

は
藝
術
界

の
絶
封

の
自

由
を
求
め
て
ゐ
る
。
従

つ
て
、
藝
術
家

の
℃
国
菊
ω
○
国
Z
=
O
=
内
国
H
日
に
無

限

の
権

威
を
認

め
よ
う

と
す
る

の
で
あ
蕊

」

と
述

べ
・
芸
術
家
た
る
根
拠

と
作
品

の
意
義

と
し
て

「勺
南
菊
ω
○
国
乞
口
O
=
菌
田

↓
」
を
掲
げ

た
。
彼
は
文
中

で
原
語

の
ま
ま
用

い
た
が
、

こ

の

「
勺
国
菊
ω
O
国
Z
口
O
=
内
国
【↓
」
は

「
人
格
」
と

い
う
語

に
相
当
す

る
だ
ろ
う
。
右

に
引
用
し
た
高
村

の
セ
ザ

ン
ヌ
評
価

は

「緑
色

の
太
陽
」

で

の
・王
張

と
重
な

ア

ム

パ

テ

り
合
う
。
高
村

は
、
印
象
・王
義
絵
画

の
特
質

で
あ
る

「筆
鰯

の
並
列
も
、
色
調

の
区
分
も
、
盛
上
げ
も
」
、
す

べ
て

「
魂

の
生
命

に
よ

つ
て
死
活
が
き
ま

る
」
と
考

え
る
。

そ
し
て
作
品

の
拠
り
所
や
独
創
性

(「
ユ
ニ
ツ
ク
な
様
式
手
法
」
)
を
画
家

と

い
う
個

の

「生
命
」

に
お
き
、

セ
ザ

ン
ヌ
に
そ
の
深
く
十
全
な

現
れ
を
見

る
の

で
あ
る

(
こ
の
章

の
冒
頭

に
引

い
た
よ
う

に
、
高
村
は

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』

の
第

一
章

で

「印
象
派

の
起
伏

に
最
も
深

い
意
味

が
あ
り
、

且

つ
生
命
を
感

レ
ア
リ
ザ
シ
オ
ン

ぜ
し
め
る

の
は

マ
ネ
か
ら

セ
ザ

ン
ヌ
に
至
る

一
線

で
あ
る
」
と
も
記
し

て
い
た
)
。
さ
ら
に
注
目

さ
れ
る

の
は
、
高
村

が

セ
ザ

ン
ヌ
の

「
實

現
」

を
論
じ

た
箇
所

で
、
「
實
際
私
が
人
間

の
足
を
作

つ
て
ゐ
る
時

」
と
自
ら

の
制
作
経
験

(彫
刻
)
を
突
然
引
き
合

い
に
出
し
、
「
如
何

に
し
て

ユ
ニ
ツ
ク
な
も

の
を
作

ら
う

か
と
思

つ

(
15
)

た
事
も
な

い
」

と
記
し
、
対
象
を

「
負
る
や
う

に
、
正
直

に
自
分

の
も

の
に
し
よ
う

と
す
る
」
結
果
、
「
自
己

の
命

が
兎
も
角

も
鳴
り
響
き
出
す

の
だ
」
と
述

べ
て

い
る
点

で
あ

る
。
高
村

の
芸
術
論

の
根
幹

に
は
、
彼
自
身

の
制
作
を
通
し
て
の
思
考

が
あ

っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

永
井

隆
則
氏

は
日
本

に
お
け

る
セ
ザ

ン
ヌ
受
容

に
関
す
る
緻
密

な
研
究
で
人
格
主
義

的
解
釈

の
流

れ
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
彼
も

「
緑
色

の
太
陽

」
と

『印
象
主

義

の
思
想

と
藝
術
』

の
繋

が
り
を
重
視
す

る
。
そ
し
て
後
者

の
セ
ザ

ン
ヌ
論

に
見
ら
れ
る
人
格
主
義
的
解
釈

の
核

と
し

て

「
生
命
」
を
挙
げ
、
北
村

透
谷

や
岡
倉
天

高
村
光
太
郎

『印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

】
考
察

(7)
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(16

)

心
か
ら
大

正
期

の
柳
宗
悦
ら
に
至
る

「
生
命
」
を

め
ぐ

る
思
潮
と
の
関
連
を
考
察
し

て
い
る
。
大
正
期

の
生
命
主
義
思
想

の
興
隆
や
当
時

の
高
村

の
交
友
関
係
を
考

え
る
な
ら
ば
、
永
井
氏

の
論
考

は
示
唆

に
富
む
。

た
だ
、
高
村

が
用

い
た

「生
命
」
と

い
う
語

に
つ
い
て
は
、
も
う

ひ
と

つ
の
面
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。
そ
れ
は
高

村

が
翻
訳
し
た

『
ロ
ダ

ン
の
言
葉
』
と

の
関
連
で
あ
る
。

一
九
〇
四

(明
治
三
十
七
)
年
に

ロ
ダ

ン
の
彫
刻

(図
版
)

に
感
動
を
覚
え
た
高
村

は
、
弟
子
が
記
録
し

た

ロ
ダ

ン
の
言
葉
や
著
書

『
フ
ラ

ン
ス
の
大
聖
堂
』
を
パ
り
滞
在
中

か
ら
帰
国
後

に
か
け
て
読

み
、
訳
出
し
た
。
そ
れ
ら
は

『印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』
刊
行

の

翌
年
、

一
九

一
六
年

(大
正
五
)
年
に

『
ロ
ダ

ン
の
言
葉
』
に
ま
と
め
ら
れ

る
。
そ

こ
に
は
、

た
と
え
ば

こ
う
記
さ
れ

て

い
る
。
「
何
を
生
命

と
呼

ぶ
か
。
あ
ら

ゆ

る
意
味
か
ら
君
を
感
動
さ
せ
る
も

の
、
君
を
突
き
貫
く
も

の
の
事

で
す
」
「
私

の
人
禮
彫
刻

の
眞
實

は
皮
相

で
な
く
、
中

か
ら
外

に
咲
き
開

い
て
來

る
の
で
す
。
生

命
そ

の
も
の
の
よ
、匁
煙
」
・
高
村
は

ロ
ダ

ン
の
言
葉

や
文
章
を
熟
読
し
・

日
本
語

に
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
自
ら

の
作
品
制
作

に
お
け

る
逡
巡
や
葛

藤

思
考
を
反
劉

し
て
い
た
に
違

い
な

い
。
先

の

「
實
際
私

が
人
間

の
足
を
作

つ
て
ゐ
る
時
」

の
例

に
も
窺

わ
れ
る
よ
う

に
、
石
や
木

の
塊

(あ

る

い
は
絵
具

の
重
な
り
合

い
)
が
ど

の
よ
う

に
し

て
生
き

た
作
品
と
な
る

の
か
、
「
生
命
」
と

い
う
語
は
制
作
者

で
も
あ

っ
た
高
村

に
と

っ
て
極
め
て
具
体
的
な
も

の
で
あ

り
、

ロ
ダ

ン
の
言
葉

か
ら
得

た
示
唆
は
少
な
く
な

か

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

こ
の
点

は

「
緑
色

の
太
陽
」

を
含

め
、
高
村

の
芸
術
論
全
体

の
中

で
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

(8)

 

三

、
触
覚

に
対
す

る

こ
だ
わ
り

先
に
触
れ
た
よ
う

に
、
高
村

は

一
九
〇
⊥ハ

(
明
治
三
十
四
)
年

か
ら

一
九
〇
九
年
ま

で
、
足

か
け
四
年

の
留
学
生
活
を
過
ご
し

た
。
特

に

一
九
〇
八
年

六
月
か
ら

翌
年
三
月
ま

で
の
パ
リ
滞
在

は
、
高
揚
と
憂
轡

が
め
ま
ぐ
る
し
く
交
替
し
た
時
期

だ

っ
た
よ
う

だ
。
当
時

の
パ
リ
に
お
け
る
前
衛
芸
術

の
動
き
を
見
る
と
、

一
九
〇

五
年
に
登
場
し
た

「
フ
ォ
ー

ヴ

(野
獣

た
ち
)
」

の
画
家

た
ち

の
原
色
表
現

が
注
目
さ
れ

(高
村

が
帰
国
後
、

一
九
〇
八
年

に

マ
テ

ィ
ス
が
発
表
し

た

「
画
家

の
ノ

ー
ト
」
を
訳
出
し
た

こ
と
は
紹
介
し
た
が
、
関
連
す
る
画
家

の

一
人

で
あ
る
ヴ

ァ
ン

・
ド

ン
ゲ

ン
に
た
び
た
び
言
及
し

て
い
る
)
、

一
九
〇
入
年

に
は
、
ブ

ラ

ッ
ク

の

《
レ
ス
タ

ッ
ク

の
家
》

に
対
す
る
批
評

に

「
キ

ュ
ー
ブ

(立
体
)
」

と
い
う

語

が
用

い
ら
れ
、
キ

ュ
ビ
ス
ム
の
運
動

が
始
ま

ろ
う

と
し
て

い
た
。
も
ち
ろ
ん
、
高

村
が
何
よ
り
も
関
心
を
向
け

た
の
は

ロ
ダ

ン
の
芸
術
だ

っ
た
。
帰
国
後

の
高
村

の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
は
、
海
外

で
の
体
験
、
そ
こ
で
対
峙
し
た
西
洋

の
思
想
や
芸
術

と
も
う

一
度
向

か

い
合
う

こ
と

で
も
あ

っ
た
だ
ろ
う
。

一
九

二

一

(大
正
十
)
年
、
復
刊

さ
れ
た

『
明
星
』
に
掲
載

さ
れ
た

「
雨

に
う

た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」
と

い



う

長
編

の
詩
も
彼

の
パ
リ
滞
在

と
直
接
に
結
び

つ
く
作
品
で
あ
る
。

お
う
又
吹
き

つ
の
る
あ
め
か
ぜ
。

外
套

の
襟
を
立

て
て
横

し
ぶ
き

の
こ
の
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
、

あ
な

た
を
見
上
げ

て
ゐ
る
の
は
わ
た
く
し
で
す
。

毎

日

一
度
は
き

つ
と

こ
こ

へ
來
る
わ
た
く
し

で
す
。

あ

の
日
本

人
で
す
。

け

さ
、

夜

明
方

か
ら
急

に
あ
れ
出
し

た
恐
ろ
し

い
嵐

が
、

今
巴
里

の
果

か
ら
果
を
吹
き
ま
く

つ
て
ゐ
ま
す
。

わ
た
く
し
に
は
ま

だ
こ
の
土
地

の
方
角
が
分

か
り
ま
せ
ん
。

9ー

イ
イ

ル

ド

フ
ラ

ン
ス
に
荒
れ
狂

つ
て
ゐ
る
こ
の
嵐

の
顔
が
ど
ち
ら
を
向

い
て
ゐ
る
か
さ

へ
知
り
ま

せ
ん
。

ー

た
だ
わ
た
く
し

は
今
日
も
此
虎

に
立

つ
て
、

ノ
オ
ト

ル
ダ

ム

ド

パ
リ

の
カ
テ
ド
ラ

ル
、

あ
な

た
を
見
上
げ
た

い
ば
か
り

に
ぬ
れ
て
來
ま
し
た
、

あ
な

た
に
さ
は
り
た

い
ば
か
り

に
、

　
　
　

あ
な

た
の
石
の
は
だ
に
人
し
れ
ず

接
吻
し
た

い
ば
か
り

に
。

全
体

で
六
連
、
百
行
以
上

に
及

ぶ
詩

の
第

一
連
は

こ
う
始
め
ら
れ
て

い
る
。

こ
の
詩

の
大
げ
さ
と
も

い
え
る
語
り

口
や
、
ま
た
そ
れ
が

パ
リ
滞
在

期
の
実
生
活
に

ど
れ
ほ
ど
基
づ
く
も

の
で
あ

る
の
か
は
と
も

か
く
、
詩

の
中

の

「
わ
た
く
し
」
、
日
本
人
で
あ
る
私
は
、

ノ
ー
ト

ル
ダ

ム
大
聖

堂
を
見
上
げ

る
た
め

に
毎

日
足
を
運

び
、
今

日
も
嵐

の
中

に
大
聖
堂
を
見
上
げ
て
立

つ
。

こ
の
ノ
ー
ト

ル
ダ

ム
大
聖
堂
が
、
高
村

が
パ
リ
で
対

峙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

か

っ
た
西
洋

の
象

徴
で
あ
る
こ
と

は

い
う

ま

で
も
な

い
。

そ
し
て
注
目

さ
れ

る
の
は
、
見
上
げ

る
ば

か
り

の
大
聖
堂

に
対
し
て
、
そ
れ
を
知
り
、
自
分

の
も

の
と
し
た

い
と

い
う
痛

切
な
願
望

が
、

高
村
光
太
郎

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

一
考
察
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光
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藝
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「
さ
は
り

た
い
」
「
接
吻
し
た

い
」
と
、
触
覚
を
通
し

て
示
さ
れ
て

い
る

こ
と
だ
ろ
う
。
今
橋
映

子
氏
も

「
雨
に
う

た
る
る
カ
テ
ド
ラ

ル
」
に

ロ
ダ

ン
の

『
フ
ラ

ン
ス

の
大
聖
堂
』

の
記
述
や
高
村
が
当
時
訳
出
し
た
ヴ

ェ
ル
ハ
ー

レ
ン
の
詩

の
影
響
を
指
摘
す

る
と
と
も

に
、
「
こ
の
詩

ほ
ど
光
太
郎

に
お
け
る
、
見
る

こ
と
11
所
有
す

る
こ
と
・
と

い
う

直
接
性

へ
の
憧
憬
が
触
覚
に
よ

っ
て
充
足
さ
れ
た
例
は
な
(19
)、
レ
」

と
述
べ
て
い
る
・
実
隣

高
村

に
と

っ
て
、
触
覚
は
生
理
的

で
、

さ
ま
ざ
ま
な
経

験
や
認
識

の
中
枢

と
な
る
感
覚

だ

っ
た
よ
う

だ
。
彼

は
後
に
次

の
よ
う

に
記
し
て

い
る
。

私
は
彫
刻
家
で
あ
る
。

多
分
そ

の
せ
ゐ
で
あ
ろ
う

が
、
私
に
と

つ
て
此
世
界
は
燭
畳

で
あ

る
。
鰯
豊
は

い
ち
ば
ん
幼
稚
な
感
毘

だ
と
言
わ
れ
て
ゐ
る
が
、
し
か
も
其

だ
か
ら

い
ち
ば

　
れ
　

ん
根
源
的
な
も

の
で
あ
る
と
言

へ
る
。

　
れ
　

高
村

は
続
け

て
、
「
ト
オ

ン
の
あ
る
給
書

に
は
、
或
る
燭
覧
上

の
玄
妙

が
あ
る
」
「
音
樂

が
鰯
畳

の
藝
術

で
あ
る
事

は
今
更

い
ふ
迄
も
な

い
で
あ
ろ
う
」
と
も
述

べ

る
。
高
村

の
こ
の
よ
う
な
触
覚

に
対
す

る
こ
だ
わ
り
、

つ
ま
り
触
覚
を
根
源
的
な
も

の
と
す
る
考
え

と
鋭
敏
さ
を
支
え

て
い
た

の
は
、
彼
自
身
も
記
し

て
い
る
よ
う

モ
ジ

ユ
レ

に
彫
刻
家

と
し

て
の
経
験

に
ほ
か
な
ら
な

い
。
彼

は

『
印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』

で
、

セ
ザ

ン
ヌ

の
絵
画

の
特
質

で
あ
る

「
推
移
」

が

「
色
と
色

の
封
照
及
び
相
　ヨ

似
、
筆

鰯

の
重
な
り
及
び
連
続
」
に
拠

る
と
指
摘
し
、
「
其

は
丁
度
音
樂

の

一
音

か
ら

一
音

に
移
る
音
と
音

と
の
受
け
渡

し
、
摩
擦
、
圃
ぎ
、
そ
し

て
流
れ
で
あ
る
」

と
記
し
て

い
る
。

セ
ザ

ン
ヌ
の
絵
画
を
含
め
、
色
彩

が
生
む
効
果

が
音
楽
に
喩
え
ら
れ
る
場
合

は
抽
象
性
を
示
唆
す

る
こ
と
が
多

い
。
し
か
し
触
覚

に
こ
だ
わ
り
、

サ
ン
サ
シ
オ
ン

コ
ロ
ラ
ン
ト

「
音
樂

が
鰯
覧

の
藝
術

で
あ

る
」

と
断
言
す

る
高
村

の
場
合
、
彼

の
文
章

は
、
画
面
上

に
生
起
す

る

「
色

彩

感

動
」

の
実
際
を
述
べ
よ
う

と
し
た
も

の
だ

っ
た

だ
ろ
鳶

そ
し
て
高
村
は

「此
の
接
鰯

封
向
か
ら
起
弼
働

.霧

蝿
.軌
」
に

ゼ

ザ
ン
ヌ
と
切
り
離
せ
な
い
セ
ザ
ン
ヌ
の
鳳
齪
L
を
見
い
だ
す
の
だ
.
第

三
早
で

触
れ
た
よ
う

に
、
高
村

は
印
象
主
義

の
筆
触

に
再
現
的
機
能

と
は
別

の
も
う

ひ
と

つ
の
役
割
、
「
其

の
無
意
識
的

の
方
面

は
、
作
家

の
心
理
的
及
び
生
理
的
状
態

が

お
の
つ
か
ら
筋
肉
精
神

の
傳
達
に
よ

つ
て
筆
燭

に
現
は
れ
る
事
」
を
認
め
た
。
筆
者
は
高
村

の
こ
の
よ
う
な
認
識

に
制
作
者

と
し

て
の
眼
差

し
が
窺

わ
れ
る

こ
と
を

指
摘

し
た
が
、

こ
の
視
線

の
核
と
な

っ
て

い
る
の
も
、
自
ら

の
制
作
経
験
に
根
ざ
し
た
触
覚

へ
の
こ
だ
わ
り
だ

っ
た
に
違

い
な

い
。
な
ぜ
な
ら
、
高
村

は
筆
触

に
何

よ
り
も
画
家

の
手

と
い
う
身
体

(画
家

の
手

が
絵
筆
を
介

し
て
カ

ン
ヴ

ァ
ス
に
触
れ
る

こ
と
)

を
見

て

い
る
か
ら

で
あ

る
。

こ
う
し
て
高
村

は
、
第
入
章

の
初

め
に

「
セ
ザ

ン
ヌ

へ
來

て
、
常

に
印
象
派
圭
且
家

の
意
識

の
内

に
隠
れ

て
ゐ
て
遂

に
出
て
來
な
か

つ
た
地
中

の
流

れ
が
日

の
光
を
見
る
」
と
記
し
た
よ
う

に
、
印
象
、王
義
絵

画

の
筆
触

に
内
在
さ
れ

て
い
た
可
能
性
が

セ
ザ

ン
ヌ
に
お

い
て
十
全

に
実
現
さ
れ
た
と
考
え
た

の
だ

っ
た

(彼
が

セ
ザ

ン
ヌ
を
印
象
派
に
含
め
て
論

じ
よ
う

と
し
た

(10)



理
由
も

こ
こ
に
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
)
。

高
村

の

『
印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』
は
日
本
人

が
著
し
た
最
初

の
本
格
的
な
印
象
主
義
論

だ

っ
た
。

こ
れ
ま
で
検
討

し
た
よ
う

に
、

こ
の
著
書

の
全
体
的
な
枠

組

み
に
は

『
白
樺
』
な

ど
に
掲
載

さ
れ
た
当
時

の
芸
術
思
潮
と
同
様
に
、
欧
米

の
発

展
史
的
な
近
代
美
術
史
観

の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
と
は

い
え
、
足

か
け
四
年

に
及

ぶ
留
学

か
ら
帰
国
後
に
多
様
な
芸
術
活
動

に
取
り
組

ん
だ
高
村

の
場
合
、
個

々
の
文
章

や
論
旨

に
は
、

『
ロ
ダ

ン
の
言
葉
』
等

の
翻
訳
な

ど
他

の
分
野

の
活
動
、

さ
ら
に
は
留
学
中

の
経
験
が
微
妙

に
関

わ
り
あ

っ
て
い
る
。
特
に
、
彫
刻
を
中

心
に
し

た
実
作
経
験
に
根
ざ
し
た
高
村

の
制
作
者

の
眼
差

し
が

(触
覚

へ
の
こ
だ
わ

り
が
核

と
な
る
)
、

こ
の
書
を
独
自
な
も

の
に
し
て

い
る

の
で
あ
る
。

注

(1
)

高
村

の
足

跡
に

つ
い
て
は
次
の
文
献

に
拠

る
。
北
川
太

一

「高
村
光
太
郎

年
譜
」

『現
代
詩
読
本

5

高
村
光
太
郎
』

思

潮
社

一
九
七
八
年

。

(2
)

高
村
光
太
郎

『印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』

天
弦
堂

一
九

}
五
年

一
頁
。

Dq

(
3
)

同
上
書

三
-
四
頁
。

(4
)

こ
の
点
に
つ
い
て
は
次
の
文
献
が
示
唆
に
富
む
。
神
林
恒
道

「
『緑
色
の
太
陽
』
か
ら
ー

日
本
美
術
の
近
代
に
関
わ
る
言
説
と
し
て
ー

」
(
一
九
九
入
年
)

『美
学

事
始
』
所
収

勤
草
書
房

二
〇
〇
二
年
。
ま
た
フ
ラ
イ
が
展
覧
会
を
企
画
し
た
折
の
名
称
の
経
緯
等
に
つ
い
て
は
次
の
展
覧
会
カ
タ

ロ
グ
に
詳
し
い
記
述
が
あ
る
。
⑦
×
ゴ
゜

8

叶ご

ざ

無

-
§

羨

智
§
鋳
ミ

"
閑
o
<
鋤
一
>
8

魁
①
§

団

o
暁
諺
詳
ω
噌
卜
8

画
o
昌
L

ミ

㌣

◎。
9

(5
)

高
村

前
掲
書

五
四
頁
。
な
お
こ
の
小
説
を
含
め
、
ゾ
ラ
と
モ
ネ
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
次

の
拙
論
で
考
察
し
た
。
「
モ
ネ
と
ゾ
ラ
」

『
大
手
前
大
学
人
文
科
学
部

論
集
』
第
二
号

二
〇
〇
二
年

一
九
-
三
七
頁
。

(6
)

『
高
村
光
太
郎
全
集
』

筑
摩
書
房

一
九
五
七
年

第
十
七
巻

三
二
九
頁
。

(7
)

こ
の
小
説

の
邦
題
に

つ
い
て
は
次

の
文
献

が
示
唆

に
富

む
。
高
階
秀
爾

「
「宿
命

の
女
」
と
し
て

の
裸

婦
ー

ゾ

ラ

『作
品
』L

(
一
九

入

一
年
)

『想

像
力

と
幻
想
l

l

西
欧
十
九

世
紀

の
文
学

・
芸
術
』

青

土
社

一
九
八

六
年
。

(8
)

高
村

『印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』

前
掲
書

六
五

頁
。

(
9
)

同
上
書

六
八

一
七
〇
頁
。
印
象
主
義

の
筆
触

の
問
題

に

つ
い
て
は
次

の
拙
論

で
考
察
し

た
。
「
筆
触

の
思

想
」

『美
学
』

二
〇
九

号

二
〇

〇

二
年

四
三
-
五

六
頁
。

(
10
)

同
上
書

一
〇
頁
。

高
村
光
太
郎

『印
象
主
義
の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

一
考
察



高
村
光
太
郎

『印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』
に
関
す
る

一
考
察

(11
)

同
上
書

二

=
二
頁
。

(12
)

同
上
書

一
四

一
・
一
五

三
頁
。
な

お
、
日
本

に
お
け

る

モ
ネ
受
容
に

つ
い
て
は
次

の
文
献

が
示
唆

に
富

む
。
宮
崎
克
己

「
日
本

お
け
る
モ
ネ

の
受
容
」

中
村
節

子

.

松
岡
智
子

「
モ
ネ

"
日
本
語
文
献
目
録
」

展
覧
会
カ
タ

ロ
グ

『
モ
ネ
展
』

ブ

リ
ヂ

ス
ト

ン
美
術
館
他

一
九
九

四
年
。

(13
)

同
上
書

二
四
三
1

四
四
頁
。

(14
)

『高
村
光
太
郎
全
集
』

前
掲

第
四
巻

二
一二
頁
。

(15
)

高
村

『印
象
主
義

の
思
想

と
藝
術
』

前

掲
書

二
三

六
-
三
七
頁
。

(16
)

永
井
隆
則

「
日
本
の
セ
ザ

ニ
ス
ム
ー

一
九
二
〇
年
代
日
本
の
人
格
主
義
セ
ザ

ン
ヌ
像
の
美
的
根
拠
と
そ
の
形
成
に
関
す
る
思
想
及
び
美
術
制
作

の
文
脈
に
つ
い
て
ー

ー
」

『美
術
研
究
』

第
三
七
五
号

二
〇
〇
二
年

三
八
-
五
六
頁
。
本
稿

の
執
筆
に
際
し
て
は
、
同
論
文
を
含
む
永
井
氏

の
セ
ザ

ン
ヌ
受
容
研
究
に
多
く
の
示
唆
を

得
た
。
論
文
を
お
送
り

い
た
だ
い
た
こ
と
と
合
わ
せ
、
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
永
井
氏
は
右
の
論
文
で
南
画
再
評
価
の
動
き
に
伴
う
気
韻
生
動
論
と
生
命
思
潮
の
関
わ

り
を
考
察
し
て
い
る
が
、
高
村
も
印
象
派
の
絵
画
と
雪
舟
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「気
韻
生
動
な
ど
と
い
ふ
言
葉
は
除
り
増
が
廣
過
ぎ
る
上
に
文
字
の
内

ラ

ヴ
イ

ム
ウ
ヴ
マ
ン

容

が
乏
し

い
。
そ

こ
で
、
生
命
と

い

つ
て

み
る
。
あ
ら
ゆ

る
色
彩

と
動

勢
と
を
包
合

し
た
事

に
な

る
」

(
「銀
行
家

と
圭
里
家

と

の
問
答
」

一
九

一
〇
年
)
。

『高
村

光
太
郎

全
集
』

第
四
巻

四
〇
頁
。

(17
)

『高
村
光
太
郎
全
集
』

第
十
六
巻

五
五

・
=

六

頁
。

聴

輪

讐

縫

騨

鷲

の
恒

鴇
-
梅
巌

冗
九
五
年
(契

版
)

二
四
甲

五
二
耳

働

(20
)

高
村

「鰯
覧

の
世
界
」

(
一
九

二
八
年
)

『高
村
光
太
郎
全
集
』

第
五
巻

六
頁
。

(21
)

同
上
書

七
頁
。
な

お
、

こ
の
点

に

つ
い
て
は
次

の
論

考
が
興

味
深

い
。
神
林

恒
道

「
高
村

光
太

郎

と
近

代
彫
刻
l
l

「
根
付

の
国
」
か
ら
l

L

(二
〇

〇
〇

年
)

『美
学
事
始
』

前

掲
書

一
五

一
ー

八
五
頁
。

(22
)

高
村

『
印
象
主
義

の
思
想
と
藝
術
』

前
掲
書

二
三

九
-
四
〇
頁
。

(23
)

同
上
書

二
四
〇

・
二

一
八
頁
。

本
稿
は
、
文
部
科
学
省
科
学
研
究

基
盤
研
究

(A
)
「
近
代
に
お
け
る

〈
芸
術
〉
概
念
の
誕
生
と
死
」
(代
表

上
倉
庸
敬
)

の
研
究
成
果
の

一
部
を
な
す
も
の
で
あ
る
。


